
ホ
ノ
ル
ル
に
は
高
知
城
が
あ
る
。
建
立
し
た

の
は
高
知
出
身
の
奥
村
多
喜
衛
（
１
８
６
５
―

１
９
５
１
年
）。
１
８
９
４
（
明
治
27
）
年
８

月
、
同
志
社
神
学
校
卒
業
直
後
に
渡
布
し
、
日

本
（
系
）
人
の
伝
道
、
教
育
、
社
会
福
祉
の
た

同
志
社
人
物
誌
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め
に
生
涯
を
捧
げ
た
伝
道
者
だ
。
ハ
ワ
イ
（
１

９
０
０
年
米
国
属
領
、
１
９
５
９
年
立
州
）
の

日
本
（
系
）
人
は
、
19
世
紀
末
か
ら
１
９
６
０

年
代
ま
で
人
種
別
総
人
口
の
第
１
位
を
占
め
、

近
代
ハ
ワ
イ
の
建
設
に
重
要
な
役
割
を
担
っ

た
。
奥
村
は
彼
ら
に
「
日
本
に
誇
り
を
持
ち
、

ハ
ワ
イ
米
国
社
会
の
た
め
に
生
き
る
人
に
な

れ
」
と
声
を
掛
け
続
け
た
。

●
自
由
民
権
運
動

奥
村
多
喜
衛
は
サ
ム
ラ
イ
牧
師
や
政
治
家
牧

師
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
働
き

を
し
た
。
生
ま
れ
と
育
ち
の
成
せ
る
業
で
あ
っ

た
。
土
佐
藩
士
11
代
目
奥
村
又
十
郎
の
長
男
と

し
て
生
ま
れ
、
幼
い
頃
か
ら
後
藤
象
二
郎
（
逓

信
大
臣
、
農
商
務
大
臣
）
や
岩
崎
弥
太
郎
（
三

菱
創
始
者
）
ら
に
接
し
、
国
士
に
憧
れ
て
育
っ

た
。
姻
戚
関
係
に
あ
る
片
岡
健
吉
（
衆
議
院
議

長
、
同
志
社
第
５
代
社
長
）
か
ら
は
、
人
格
や

信
仰
上
の
感
化
を
受
け
た
。

１
８
７
９
（
明
治
12
）
年
に
入
学
し
た
高
知

中
学
校
の
教
育
も
、
奥
村
の
生
き
方
に
影
響
を

与
え
た
。

「
自
由
は
土
佐
の
山
間
か
ら
生
ま
れ
た
と

云
わ
れ
た
様
に
、
明
治
10
年
前
後
か
ら
板

垣
片
岡
な
ど
の
士
が
立
志
社
な
る
一
団
体
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奥
村
　
多
喜
衛

―
ハ
ワ
イ
伝
道
に
生
涯
を
賭
け
た

同
志
社
人
―

を
組
織
し
、
盛
ん
に
自
由
民
権
論
を
主
張

し
た
の
で
、
政
治
熱
は
非
常
に
沸
騰
し
、

誰
も
彼
も
政
治
に
嘴
を
容
れ
、
街
頭
に
客

待
す
る
車
夫
ま
で
が
政
治
を
談
ず
る
と
い

う
有
様
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
に
生
長
し
た

余
、
環
境
の
感
化
を
受
け
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
況
や
ま
た
余
が
学
ん
だ
県
の
中
学

校
は
、
政
治
家
を
養
成
す
る
様
に
出
来
て

居
た
。
教
科
書
に
は
ス
ペ
ン
サ
ー
及
び
ミ

ル
の
代
議
政
体
論
、ラ
ッ
セ
ル
の
憲
法
書
、

ギ
ゾ
ー
の
文
明
史
な
ど
の
原
書
が
用
い
ら

れ
、
訳
本
で
は
ル
ソ
ー
ウ
の
民
約
論
な
ど

を
読
ま
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」（
奥
村
多

喜
衛
『
回
顧
四
十
年
』）。

１
８
８
３
（
明
治
16
）
年
１
月
、
高
知
県
令

に
よ
る
高
知
中
学
校
民
権
派
教
職
員
全
員
の
免

職
が
原
因
で
、
高
知
初
の
学
生
運
動
が
起
こ
っ

た
。
全
学
生
が
民
権
派
教
員
を
擁
護
し
、
高
知

城
で
決
起
集
会
を
開
い
た
。
県
令
に
抗
議
を
す

る
も
、
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
片
岡
健
吉
の
次
男

恒
次
郎
ら
約
30
人
が
退
学
。
奥
村
も
そ
の
頃
か

ら
欠
席
し
始
め
、
や
が
て
学
舎
を
去
っ
た
。

１
８
８
４
（
明
治
17
）
年
11
月
、
Ｇ6

Ｆ6

フ

ル
ベ
ッ
キ
、
タ
ム
ソ
ン
、
吉
岡
弘
毅
を
迎
え
た

基
督
教
演
説
会
が
高
知
市
で
開
か
れ
た
。
基
督

教
に
自
由
民
権
思
想
を
見
た
板
垣
退
助
、
植
木

枝
盛
、
片
岡
健
吉
ら
の
後
援
に
よ
る
も
の
で
、

奥
村
も
出
席
し
た
。
演
説
会
後
に
フ
ル
ベ
ッ
キ

を
旅
館
に
訪
ね
た
奥
村
は
、
議
論
の
末
、
論
破

さ
れ
た
。
基
督
教
に
畏
れ
を
抱
く
と
共
に
、
以

後
、悔
し
さ
か
ら
基
督
教
反
対
を
唱
え
始
め
た
。

す
で
に
奥
村
家
は
没
落
し
、
父
も
死
去
し
て
い

た
。
１
８
８
５
（
明
治
18
）
年
夏
、
上
阪
し
た

奥
村
は
大
阪
府
警
の
書
記
官
と
な
り
、
１
８
８

７
（
明
治
20
）
年
１
月
に
は
、
江
之
子
島
の
米

穀
商
佃
屋
の
娘
小
川
カ
ツ
と
結
婚
し
た
。

一
方
高

知
で
は
、

片
岡
健
吉

を
始
め
と

す
る
多
く

の
民
権
家

が
基
督
教

に
活
路
を

見
出
し
、

１
８
８
５

年
に
高
知

教
会
を
組

織
し
た
。

●
三
大
事
件
建
白
運
動

１
８
８
７
（
明
治
20
）
年
秋
に
、
自
由
民
権

運
動
家
た
ち
が
政
府
に
対
し
て
言
論
の
自
由
、

地
租
軽
減
、
外
交
の
回
復
を
求
め
る
三
大
事
件

建
白
運
動
を
始
め
た
。
全
国
か
ら
の
参
画
者
約

６
０
０
人
の
う
ち
、
半
数
以
上
が
土
佐
人
だ
っ

た
。
大
阪
の
奥
村
の
元
へ
も
、
上
京
途
中
の
友

人
が
寄
り
、
熱
心
に
参
画
を
勧
め
た
。
奥
村
は

断
固
断
っ
た
。
し
か
し
遂
に
こ
ら
え
き
れ
な
く

な
り
「
生
還
で
き
な
い
覚
悟
」
で
上
京
し
た
。

上
京
後
は
、
後
藤
象
二
郎
の
高
輪
の
邸
内
で

中
川
　
芙
佐

（
奥
村
多
喜
衛
協
会
会
長
）

奥村多喜衛

奥村夫妻の銀婚式（1912年）



月
26
日
に
は
石
川
島
監
獄
の
片
岡
健
吉
と
の
面

会
を
果
し
、
27
日
に
は
東
京
府
庁
に
保
安
条
例

に
関
す
る
建
白
書
を
出
願
し
た
。
当
時
の
報
道

に
よ
る
と
、
奥
村
以
外
に
片
岡
と
面
会
し
た
の

は
、
タ
ム
ソ
ン
宣
教
師
や
ミ
ロ
ル
北
米
聖
書
会

社
社
長
ら
限
ら
れ
た
人
々
で
あ
り
、
高
知
県
人

は
追
い
返
さ
れ
る
か
、
逮
捕
さ
れ
て
い
る
。
多

く
の
記
録
を
残
し
て
い
る
奥
村
だ
が
、
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
記
し
て
お
ら
ず
、
如
何
に
し
て

こ
と
を
成
し
え
た
の
か
、
知
る
す
べ
も
な
い
。

帰
阪
し
た
奥
村
は
宮
川
経
輝
と
出
会
い
、
１

８
８
８
（
明
治
21
）
年
９
月
に
妻
と
母
と
共
に

大
阪
教
会
で
受
洗
し
た
。
１
８
９
０
（
明
治
23
）

年
１
月
に
は
献
身
を
決
め
、
同
年
９
月
に
同
志

社
神
学
校
別
科
に
入
学
し
た
。

●
同
志
社
時
代

１
８
９
２
（
明
治
25
）
年
春
に
ハ
ワ
イ
か
ら

岡
部
次
郎
牧
師
が
同
志
社
神
学
校
を
訪
れ
、
ハ

ワ
イ
伝
道
を
呼
び
か
け
た
。
す
で
に
ハ
ワ
イ
出

稼
ぎ
日
本
人
は
２
万
人
を
越
え
て
い
た
が
、
目

的
の
「
錦
衣
帰
国
」
が
果
た
せ
ず
、
低
賃
金
で

過
酷
な
労
働
に
疲
れ
、
飲
酒
、
賭
博
、
買
春
に

は
け
口
を
求
め
る
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

基
督
教
国
ハ
ワ
イ
で
は
、
基
督
教
を
通
し
て
の

日
本
人
労
働
者
の
救
済
、
教
化
と
伝
道
が
求
め

ら
れ
て
い
た
。

そ
の
頃
の
奥
村
は
、
サ
ー
ゼ
ン
ト
著
「
ヘ
ン

リ
ー
・
マ
ル
チ
ン
小
伝
」
を
読
み
、
ヘ
ン
リ
ー

が
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
卒
業
後
に
大
学
教
授
へ

の
道
を
捨
て
、
印
度
伝
道
に
命
を
捧
げ
る
姿
に

感
動
し
、
海
外
伝
道
の
夢
を
抱
い
て
い
た
と
い

う
。「
ヘ
ン
リ
ー
・
マ
ル
チ
ン
小
伝
」（
丹
羽
清

次
郎
訳
）
は
、
１
８
９
１
（
明
治
24
）
年
の

『
基
督
教
新
聞
』（
８
月
21
日
―
10
月
16
日
（
第

421
号
―
429
号
））
に
連
載
さ
れ
て
お
り
、
奥
村

も
そ
れ
を
読
ん
だ
と
推
察
さ
れ
る
。

１
８
９
４
（
明
治
27
）
年
、
卒
業
を
前
に
奥

村
に
も
大
阪
教
会
か
ら
声
が
か
か
っ
た
。
尊
敬

す
る
宮
川
経
輝
牧
師
の
下
で
の
仕
事
は
、
大
変

魅
力
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
海
外
伝
道
の
決
意

は
固
く
、
招
聘
を
断
わ
り
、
１
８
９
４
年
８
月
、

Ｊ6

Ｄ6

デ
ー
ビ
ス
教
授
の
世
話
で
、
横
浜
港
か

ら
単
身
ホ
ノ
ル
ル
に
向
か
っ
た
。
岡
部
次
郎
が

い
る
ホ
ノ
ル
ル
日
本
人
基
督
教
会
で
の
三
年
契

約
の
仕
事
だ
っ
た
。

●
19
世
紀
末
ハ
ワ
イ
日
本
人
社
会

上
陸
後
、
奥
村
は
二
世
の
少
女
に
、「
ミ
ー

マ
、
ハ
ナ
ハ
ナ
、
よ
う
こ
な
い
」
と
話
し
か
け

同
志
社
人
物
誌
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後
藤
の
『
乙
酋
上
書
案
』、
板
垣
の
建
白
書
な

ど
の
写
し
を
作
り
、
参
画
者
に
配
布
し
た
。
こ

の
頃
の
奥
村
は
、
夜
は
仲
間
と
連
れ
だ
っ
て
近

隣
の
教
会
の
礼
拝
を
妨
害
し
、
時
に
は
無
頼
漢

に
殴
打
さ
れ
た
。
全
く
の
「
暴
れ
ん
坊
」
だ
っ

た
。あ

る
日
、
片
岡
健
吉
が
言
っ
た
。「
君
と
我

と
は
姻
戚
の
間
柄
で
あ
る
が
、
併
し
真
に
胸
襟

を
披
い
て
国
家
の
大
事
を
語
る
も
の
は
、
神
を

信
ず
る
徒
な
り
。
君
も
日
曜
日
に
は
必
ず
教
会

に
出
席
し
て
基
督
教
を
学
べ
。
一
番
町
の
教
会

に
は
西
森
拙
三
氏
あ
り
島
田
三
郎
氏
あ
り
。
其

の
他
君
が
知
り
合
い
の
同
郷
人
多
く
あ
り
」

（『
回
顧
四
十
年
』）。
意
外
な
忠
言
だ
っ
た
が
、

素
直
に
従
っ
た
。
不
思
議
に
も
、
平
安
な
気
分

で
礼
拝
を
守
る
こ
と
が
で
き
、
翌
週
の
日
曜
日

が
待
ち
遠
し
く
な
っ
た
。

同
年
12
月
26
日
、
保
安
条
例
が
出
さ
れ
、
運

動
参
画
者
全
員
が
東
京
三
里
外
に
追
放
と
な
っ

た
。
片
岡
は
従
わ
ず
投
獄
さ
れ
た
。
高
知
県
関

係
者
に
対
し
て
の
取
り
締
ま
り
は
厳
し
く
、
巡

査
が
旅
館
、
下
宿
、
待
合
、
料
理
屋
に
侵
入
し

て
見
回
り
、
運
動
に
無
関
係
な
高
知
県
人
に
も

退
去
を
命
じ
た
。
奥
村
は
一
旦
東
京
を
出
た
も

の
の
、
や
が
て
舞
い
戻
っ
た
。
そ
し
て
翌
年
１
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ら
れ
、
理
解
で
き
な
か
っ

た
。
一
世
に
助
け
を
求
め

る
と
「
ミ
ー
マ
」
は
英
語

の
「
マ
イ
マ
マ
」、「
ハ
ナ

ハ
ナ
」
は
ハ
ワ
イ
語
の
仕

事
、「
よ
う
こ
な
い
」
は

日
本
語
で
、「
お
母
さ
ん

は
仕
事
で
来
る
こ
と
が
で

き
な
い
」
と
言
っ
て
い
る

の
だ
と
説
明
さ
れ
た
。
少

女
同
様
、
多
く
の
二
世
は

混
成
語
を
共
通
語
と
し
て

使
い
、
充
分
な
日
本
語
が

話
せ
な
か
っ
た
。
奥
村
は

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
日

本
語
教
育
機
関
が
必
要
だ

と
感
じ
た
。
急
い
で
寄
付

金
を
集
め
、
１
８
９
４

（
明
治
27
）
年
に
日
本
人

幼
稚
園
を
、
１
８
９
６

（
明
治
29
）
年
に
日
本
人

小
学
校
を
開
設
し
た
。
授

業
料
は
徴
収
し
な
か
っ
た

が
、小
学
校
開
設
当
時
は
、

保
護
者
か
ら
の
協
力
が
得

ら
れ
ず
、「
先
生
が
や
か
ま
し
い
な
ら
、
学
校

な
ん
か
や
め
て
し
ま
え
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ

た
。
だ
が
、
や
が
て
家
庭
内
の
会
話
は
確
実
に

潤
滑
に
な
り
、
学
校
教
育
の
真
価
が
認
め
ら
れ

た
。当

時
の
ハ
ワ
イ
日
本
人
社
会
は
「
出
稼
ぎ
気

分
で
旅
の
恥
は
か
き
捨
て
」
状
態
に
あ
っ
た
。

日
本
人
男
女
比
は
４：

１
で
、
風
紀
は
乱
れ
て

い
た
。ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
日
本
人
暗
黒
街
で
は
、

２
０
０
人
も
の
日
本
人
売
春
婦
が
客
引
き
を
し

て
お
り
、
伝
道
や
矯
風
活
動
ど
こ
ろ
で
は
な
か

っ
た
。
男
女
数
の
不
均
等
に
原
因
が
あ
る
と
考

え
た
奥
村
は
、
秩
序
あ
る
日
本
人
社
会
を
築
く

た
め
に
は
家
庭
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
自
ら
も
永
住
す
べ
き
だ
と
結
論
付
け
た
。
そ

し
て
１
８
９
６
（
明
治
29
）
年
10
月
に
一
時
帰

国
を
し
、
12
月
に
は
妻
子
を
連
れ
て
ハ
ワ
イ
に

戻
っ
た
。

●
マ
キ
キ
教
会

家
族
を
呼
び
寄
せ
て
か
ら
の
奥
村
は
、伝
道
、

教
育
、
社
会
事
業
へ
と
さ
ら
に
精
力
的
な
活
動

を
展
開
す
る
。
１
９
０
２
（
明
治
35
）
年
に
は

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
ホ
ノ
ル
ル
日
本
人
基
督
教
会

を
辞
し
、
開
発
途
上
の
マ
キ
キ
地
区
を
中
心
に

同志社神学校時代（前列左から6人目）



週
間
の
研
修
を
受
け
た
。
１
９
４
１
（
昭
和
16
）

年
ま
で
15
回
の
「
日
系
市
民
会
議
」
が
開
か
れ
、

延
べ
９
４
１
人
の
日
系
リ
ー
ダ
ー
が
日
系
社
会

に
留
ま
ら
ず
、
ハ
ワ
イ
社
会
、
米
国
社
会
へ
と

巣
立
っ
て
行
っ
た
。

戦
下
に
あ
っ
た
１
９
４
２
（
昭
和
17
）
年
10

月
、
全
て
の
日
本
（
系
）
人
が
米
大
陸
へ
移
送

さ
れ
る
と
い
う
噂
が
流
れ
、
オ
ア
フ
島
の
日
本

（
系
）
社
会
は
騒
然
と
な
っ
た
。
頼
み
の
綱
で

ホ
ノ
ル
ル
に
あ
る
日
本
国
総
領
事
館
は
、
閉
鎖

さ
れ
て
い
る
。
奥
村
は
立
ち
上
っ
た
。
米
軍
首

脳
陣
に
面
会
を
求
め
、
デ
ロ
ス
・
Ｃ
・
エ
モ
ン

ス
司
令
官
に
真
相
を
確
か
め
た
。
た
だ
の
風
評

と
判
明
し
た
。
奥
村
は
司
令
官
に
二
世
の
米
国

へ
の
忠
誠
心
を
伝
え
、
そ
の
場
を
辞
し
た
。
直

ぐ
に
独
自
の
電
話
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
日
本

（
系
）
社
会
に
事
実
を
知
ら
せ
た
。
ま
た
自
ら

１
週
間
か
け
て
オ
ア
フ
島
各
地
を
回
り
、
噂
を

否
定
し
た
。
や
が
て
、
日
本
（
系
）
人
の
間
に

平
安
が
戻
っ
た
。
そ
し
て
米
軍
は
本
格
的
に
二

世
部
隊
の
募
集
を
始
め
た
。

大
戦
終
結
後
の
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
９

月
に
は
、
米
軍
に
請
わ
れ
日
本
へ
向
け
て
の

「
日
米
融
和
放
送
」
を
行
っ
た
。「
大
勢
の
ア
メ

リ
カ
人
が
実
際
に
日
本
を
見
、
ま
た
日
本
人
に

同
志
社
人
物
誌
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開
拓
伝
道
を
始
め
た
。
雨
の
夜
の
集
会
に
は
、

カ
ン
テ
ラ
を
提
げ
て
裸
足
で
急
い
だ
。
鉄
で
も

溶
か
そ
う
と
い
う
ほ
ど
の
熱
意
で
取
り
組
ん
だ

結
果
、
１
９
０
４
（
明
治
37
）
年
に
は
24
人
の

会
員
を
得
て
、
市
内
キ
ナ
ウ
街
の
借
家
で
マ
キ

キ
教
会
を
組
織
し
た
。
１
９
０
６
（
明
治
39
）

年
に
は
、
キ
ナ
ウ
街
に
４
０
０
人
収
容
の
教
会

堂
が
完
成
し
た
。
教
会
員
は
２
年
後
に
は
１
０

０
人
を
、創
立
10
年
目
に
５
０
０
人
を
超
え
た
。

マ
キ
キ
教
会
は
１
９
２
９
（
昭
和
４
）
年
の

創
立
25
周
年
事
業
と
し
て
、
高
知
城
を
モ
デ
ル

に
し
た
新
し
い
教
会
堂
の
建
設
を
決
め
た
。
純

日
本
風
の
教
会
堂
を
建
て
て
異
彩
を
放
ち
、
町

に
美
観
を
添
え
、
多
く
の
日
本
人
が
世
話
に
な

っ
た
ハ
ワ
イ
に
感
謝
を
捧
げ
た
い
と
い
う
奥
村

の
願
い
に
、教
会
員
が
賛
同
し
た
結
果
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
ハ
ワ
イ
伝
道
会
社
が
、
城
は
戦
争
の

表
象
で
あ
る
と
、
建
設
に
反
対
し
た
。
直
ぐ
に

奥
村
は
旧
約
聖
書
の
「
神
は
わ
が
城
な
り
、
わ

が
避
け
所
な
り
」
を
引
用
し
、「
元
来
、
城
は

人
々
を
保
護
す
る
場
所
で
あ
り
、
日
本
で
も
基

督
教
が
伝
来
し
た
時
、
天
守
閣
で
天
主
を
守
っ

た
こ
と
も
あ
る
。
城
は
教
会
堂
と
し
て
相
応
し

い
」
と
、
建
設
理
由
を
説
明
し
た
。
こ
の
言
葉

に
ハ
ワ
イ
伝
道
会
社
の
セ
オ
ド
ー
・
リ
チ
ャ
ー

ズ
が
納
得
し
、
賛
成
側
に
回
っ
た
。
リ
チ
ャ
ー

ズ
の
影
響
で
ハ
ワ
イ
伝
道
会
社
一
同
が
賛
成
を

表
明
し
、
お
城
の
教
会
堂
建
築
が
決
ま
っ
た
。

当
時
、
険
悪
と
な
っ
て
い
た
ア
ジ
ア
の
日
中

関
係
を
案
じ
た
奥
村
は
、
ハ
ワ
イ
の
中
国
人
と

日
本
人
だ
け
で
も
友
好
関
係
を
保
ち
た
い
と
考

え
、
建
築
資
材
を
中
国
系
の
シ
テ
ィ
ー
・
ミ
ル

社
か
ら
購
入
し
た
。世
界
大
恐
慌
の
後
で
あ
り
、

同
社
は
大
変
喜
ん
だ
。
後
年
、
マ
キ
キ
教
会
が

付
属
幼
稚
園
を
新
築
す
る
際
に
は
、
返
礼
と
し

て
シ
テ
ィ
ー
・
ミ
ル
社
が
建
物
を
提
供
し
た
。

マ
キ
キ
教
会
は
１
９
３
２
（
昭
和
７
）
年
11

月
「
マ
キ
キ
聖
城
基
督
教
会
堂
」
と
改
称
し
、

記
念
の
洗
礼
式
で
は
１
４
９
人
が
洗
礼
を
受
け

た
。
ハ
ワ
イ
の
日
本
人
基
督
教
会
史
上
最
多
記

録
だ
っ
た
。
ま
た
、
当
時
は
ホ
ノ
ル
ル
市
内
に

高
層
ビ
ル
も
な
く
、
お
城
の
教
会
が
ア
ロ
ハ
タ

ワ
ー
と
並
ん
で
同
市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
っ

た
。

●
日
系
社
会
へ

20
世
紀
初
頭
、
米
国
本
土
で
は
大
量
に
流
入

す
る
日
本
人
に
対
し
て
排
日
運
動
が
激
化
し
て

い
た
。
奥
村
は
、
排
日
運
動
の
ハ
ワ
イ
へ
の
飛

び
火
を
阻
止
す
る
た
め
、
１
９
２
０
年
代
に

「
排
日
予
防
啓
発
運
動
」
を
展
開
し
た
。
毎
年

数
回
に
わ
た
り
各
島
を
巡
回
し
、
集
会
を
通
し

て
耕
地
や
そ
の
周
辺
に
暮
ら
す
日
本
（
系
）
人

の
啓
発
活
動
や
意
識
改
革
を
行
っ
た
。
ま
た
彼

ら
か
ら
生
活
問
題
を
聞
き
出
し
、
解
決
の
た
め

耕
地
会
社
と
交
渉
し
た
。
徐
々
に
日
本
（
系
）

人
の
意
識
が
向
上
し
、
生
活
や
労
働
環
境
が
改

善
さ
れ
た
。ハ
ワ
イ
永
住
を
決
め
た
二
世
に
は
、

日
本
国
籍
の
離
脱
を
し
て
米
国
人
と
し
て
歩
め

と
勧
め
た
。

奥
村
は
、「
排
日
予
防
啓
発
運
動
」
に
対
す

る
日
本
政
府
の
理
解
を
得
る
た
め
、
１
９
２
０

年
と
１
９
２
５
年
に
帰
国
し
た
。
渋
澤
栄
一
の

紹
介
で
、
原
敬
、
加
藤
高
明
、
若
槻
禮
次
郎
、

幣
原
喜
重
郎
、
浜
口
雄
幸
ら
か
ら
協
力
と
支
援

を
得
た
。
経
済
的
に
は
、
ハ
ワ
イ
の
財
閥
ア
サ

ト
ン
家
、
ク
ッ
ク
家
、
キ
ャ
ッ
ス
ル
家
や
日
本

の
渋
澤
栄
一
が
援
助
を
申
し
出
た
。
ま
た
米
国

本
土
か
ら
は
シ
ド
ニ
ー
･
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
が
応

援
し
た
。「
排
日
予
防
啓
発
運
動
」
は
１
９
３

０
（
昭
和
５
）
年
ま
で
続
い
た
。

１
９
２
７
（
昭
和
２
）
年
か
ら
は
「
日
系
市

民
会
議
」
を
主
宰
し
た
。
各
地
か
ら
選
抜
さ
れ

た
二
世
リ
ー
ダ
ー
が
ホ
ノ
ル
ル
に
集
ま
り
、
ハ

ワ
イ
の
政
治
界
や
経
済
界
の
人
々
を
講
師
に
１
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接
し
て
正
し
く
日
本
を
認
識
し
、
ま
た
日
本
の

人
々
も
明
ら
か
に
ア
メ
リ
カ
を
了
解
し
ま
す
れ

ば
、
自
然
日
米
両
国
の
融
和
親
善
が
で
き
、
両

国
互
い
に
手
を
握
り
合
ふ
日
が
来
る
と
思
い
ま

す
。
其
時
の
１
日
も
早
か
ら
ん
こ
と
は
私
共
日

毎
の
祈
祷
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
愈
々
実
現
し

た
時
、
初
め
て
太
平
洋
は
永
久
に
ま
こ
と
の
平

和
で
あ
り
ま
す
」
と
結
ん
だ
。

１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年
１
月
、
奥
村
の
元

へ
、
同
志
社
創
立
75
年
記
念
「
新
島
会
」
委
員

就
任
の
依
頼
が
届
い
た
。
し
か
し
就
任
は
不
可

能
と
な
っ
た
。
２
月
10
日
に
奥
村
は
85
年
の
人

生
を
閉
じ
た
。
半
世
紀
以
上
も
ハ
ワ
イ
日
本

（
系
）
社
会
の
た
め
に
活
動
し
続
け
た
同
志
社

人
だ
っ
た
。
そ
の
功
績
に
対
し
て
、
１
９
６
３

（
昭
和
38
）
年
に
ハ
ワ
イ
の
日
系
社
会
の
11
団

体
か
ら
感
謝
状
が
届
い
た
。

中
川
芙
佐
（
な
か
が
わ
　
ふ
さ
）

高
知
大
学
非
常
勤
講
師
　
同
志
社
女
子
大

１
９
７
６
年
卒
、
社
会
福
祉
学
博
士
。
著
作

『
土
佐
か
ら
ハ
ワ
イ
へ
―
奥
村
多
喜
衛
の
軌

跡
（「
奥
村
多
喜
衛
と
ハ
ワ
イ
日
系
移
民
展
」

実
行
委
員
会
　
２
０
０
０
）』。

奥村多喜衛（おくむら・たきえ） 1865.4.18 ～1951.2.10

高知県安芸郡田野町で生まれる。同志社神学校を卒業した1894年ハワイ伝道に就き、伝道、

教育、医療福祉、日米問題などの領域で働く。日本人慈善会副会長時代の1900年に創立し

た日本人慈善病院は、現在のクアキニメディカルセンター。1904年に組織したマキキ教会

は、1932年に高知城を模した教会堂を建て、マキキ聖城基督教会と改名した。現在は英語

部と日本語部を持つ全米最大の日系教会である。因みに、同志社大学ハワイ寮（現フレンド

ピースハウス）は奥村の理解者であったハワイのセオドー･リチャーズによって1936年に寄

贈された。ハワイの奥村一族がハワイアンコミュニティー基金に寄贈した奥村家の旧敷地に

は、ハワイの低所得者のためのアパート２棟が建ち、143世帯が暮らす。

奥村は同志社を愛した。「多喜衛叔父さん」の影響で同志社で学んだ親族も少なくない。

同志社ラグビー部名手だった大脇順路は甥。現在日本の奥村家当主奥村宏氏も同志社大学文

学部（卒業年＝1951）出身。


